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　　　　　　　　　緒　　言

　絨毛性腫瘍 （絨腫瘍） で は ， 治療後 の human

chorionic 　 gonadotropin （hCG ） 値が Iuteinizing

h・ rmone （LH ）レ ベ ル に下降す る こ とが ， 緩解の

前提条件 に な る ．しか し，LH レ ベ ル が 具体的に

何 単位を指すか は 必ず しも明確 で な い ．

　血中 LH レ ベ ル に つ い て は 既に 報告 した （三

浦 ，1975a ： 三 浦 ，1975b ） の で ，今回 は 尿中 LH

レ ベ ル に つ い て 意見を述 べ て み た い ．

　　　　　　　 研 究方 法と結果

　 （1）　hCG −radi
『
immunoassay （RIA ） に よ る尿

．中 LH レ ベ ル （表 1 ， 表 2 ）．

　正常周期 婦 人 4 例 に つ い て 尿中LH 値 （hCG

6q ．） を連 日測定す ると，卵胞期 2．o〜15 ．o （平均

表 1　正 常 周 期婦 人 の LH 値

　　 　　 　　　（mlU ！m1 ，
　hCG 　 eq ，）

血 中値 （平均 ）

7 名 の 連 続 測定

尿 中 値 （
ヒF均）

4 名の 連続 測定

月　経 　期　　　　　2 ↓〜　6，1（　3 ．1）
卵 胞 期　　 2 ↓〜12　（5 ．4）

、
12．0 〜15．0（8 ．2）ノ

拶卜　珂卩　其月　　　　19　　
、・40　　（25．5） 13、3〜74　 （28 ．7）

黄 体 期　　 2↓〜 7．6（3．4） 2 ↓〜14．6（7 ．4）

表 2　両 側 卵巣摘除婦人 の 1．正｛値

　　　　　　　 （mIUImi ，
　hCG 　 eq ．）

血 中輛
　 100例

尿 中値 （平均）

　 　lOO例

術　 後　 1　 週 6．0へ19（14．7） 7．3〜26（16．8）

〃　 　 2　 週 14〜46（22 ．0） 9，9〜52（32，1）
〃 　 　 3　 週 17．−44（23 ．1） 8．6〜49（28．5）
〃 　 　 1 ヵ 月 17〜44 （27．2） 王3・丶50（36．1）
〃 　 　 2 ヵ 月 17〜51（35．9） 4，0〜64（43 ，0）
3 ヵ 月〜1年 12〜46（26．3） 13〜68（37 ．5）

瞳 。．、年 ， 1ト 45（23．7） 8 ．4〜74（38 ．2）

8．2） mIU ！m1 ，排卵期 （LH ピ ーク の 前後それぞ

れ 2 日間 を含 め た 5 日間 と した ）13 ．3〜74 （平

均 28．7） mIU ！m1 ， 黄体期 2 ↓〜14．6 （平均7 ．4）
mIu ！ml で あ つ た ．

　次に 両側卵巣摘除婦人 100例に つ い て尿中LH

値 （hCG 　 eq ・） を術後経時的 に 測定 した ．す なわ

ち術後 ，
1週 7 ．3〜 26 （平均 16．8） mlU ！ml ，2 週

9．9〜52 （平均32．1）mlU ！ml ， 3 週 8．6〜49 （平 均

28．5）mlU ！ml ， 1 ヵ 月13〜50 （平均36．1） mlU ！

ml
， 2 ヵ 月 4 ．0〜64 （平均43．o） mIU ！ml ， 3 ヵ月

〜 1年 13〜68 （平均 37．5） mlU ！ml ， 1年〜 3 年

8．4〜74 （平均38．2）
舳

mIU ！mI で あつ た ．

　 （2） 高感度 hemagglutinatien　reaction （HAR ）

に よ る尿中 LH レ ベ ル （表 3 ）

　簡易迅速測定法 で あ る HAR （HI −GONAVIS
，

持 田製薬）に よ り尿中 LH 値 （hCG 　 eq ．） を測定

した ．排卵期 （BBT に お け る高温相移行 日の 前

表 3　高感度 HAR 法 に よ る 尿 中 LH レ ベ ル

対 象数 LH 値 （mlU ／m1 ，　hGG 　eq ．）
止 常 周 期 婦 人

（排卵 期を 除 く）
50例 　 5 ↓〜 80

（90％が 20以 D
両側卵 巣摘除婦人
（術後20〜60目）

40例
　 5　 　 　 〜16 
（9。％が血 」

後それ ぞれ 2 日間を含む 5 日間と した）を除外 し

た 正常周期婦人 50例 と両側卵巣摘除後20 日以上 を

経過 し て い て 術前 に 正常周期 を有して い た 婦人40

例を対象に し た ．

　そ の結果 ， 正常周期婦人 の LH 値 （hCG 　eq ，）は

5mlU ！m1 は 以下 9 例 ，　 s　mlU ！ml は 15例 ， 10
mlu ！m1 は 12例 ， 20mlU ！ml は 9 例 ，40mlU ！ml

は 4 例，そ し て 80mlU ！ml は 1例で あ つ た ．すな
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わ ち ，mode は 5mlU ！ml で あ り，90％ （45／50）

は 20mlU ！ml 以下 で あ つ た ，

　両側卵巣摘 除 婦 人 の LH 値 （hCG 　 eq ．） は 5

mIu ！m 【が 2 例 ，
　 lomIu ／m1 は 4 例 ， 20mlu ／mI

は 8 例 ， 40mlU ！ml は 12例 ，80mIU ！ml は 10例 ，

そ して 160mIUlml は 4 例で あつ た ．すなわち ，

mode は 40mlu ！ml で あ り ， 90％ （36140） は 80

mlU ！ml 以下 で あ つ た ．

　 （3）　LH 値 の 日内変動 （図 1 ，図 2 ）

　 正常周期婦人 2例 ， 両側卵巣摘除婦人 4 例 お よ

　図 1　随時採取検体 に お け る 血 中 LH 値 の 日内 変動
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　図 2　随時採取検体 に お け る 尿 中 LH 値 の 日内変 動

LH （mlUfml ，hCG　eq ．）

日百間莓尿

び 絨腫瘍治療後 の 1例に つ い て 血中 LH 値 （hCG

eq ・）を RIA に よ り 6 時 ， 10時 ， 15時 ， 21時に

測定 した 、そ の 結果 ，早朝に やや高値を 示す 傾向

が うか が わ れた が有意差は な く，い ずれ の 症例に

お い て も日内 の 最高値 と最低値の 差は ほ ぼ 1．5倍

以内に 止 ま つ た ．

　次に ，正常周期婦人 2 例 と両側卵巣摘除婦人 5

例 の 尿中LH 値 （hCGeq ・） を RIA とHAR に

ょ り 6 時 ， 10時，15時，21時 お よ び 24時間蓄尿に

つ い て 測定した ，そ の 結果 ， い ずれ の 測定法 に お

い て も有意差 の あ る
一定 の 日内分泌 パ タ

ー ソ は 認

め られ ず，ま た 日内の 最高値 は最低値の 4 倍を示

す症例 が 認め られ た ．

　　　　　　　　　 考　　案

　 RIA に用 い る抗原純度 ， 免疫動物 の種類 ， 抗

体価お よ び測定条件 な どに よ つ て 測定値 は 多少

異な つ て くる ，hCG ・RIA に つ い て は妊婦尿 よ り

抽出 した 9，980mlU ！ml 純度 の hCG と 25抗体価

（immunoelectroPhoresis） の ある抗血 清 （家兎）に

よ り 2 抗体法 で 測定 した場合 （一般 の 実際的測定

条件 と思われ る） の 尿中LH レ ベ ル （hCG 　 eq ．）

は 正常周期婦人 （排卵期を除 く） で 15mIU ！ml 以

下 ，両側卵巣摘除婦人 で は 74mlU ！ml の 1 検体を

棄却 し て 70mIU ！ml と考え られ る ，

　 こ の RIA に よ る尿中 LH レ ベ ル （hCGeq ．）に

つ い て ， 谷沢 （1968）は 正 常周期婦人 1例 の 排卵

ピ ーク 20〜30mlU ！ml 排卵期以外 5mIU ！ml 以下

　（2抗体法），石塚 （1970） は排卵期を除 く正常周

期婦人で 201u ！day （ア ル コ ー
ル 沈澱法）と して い

る ．また 三 宅（1973）は 正常周期婦人 3例 の 尿中 L

H 値 （LH 　 eq ．）は排卵 ピ ーク で そ れぞれ 269
， 350

と 344mIu ！m1 ， 卵胞期で 8 〜53と15〜127mlU ！ml

と し て い る ．1非卵 ピ ーク と hypergonadotropicな

状態 に お け る LH 値 は ほ ぼ 同 じで ，　 LH を hCG −

RIA で 測定 した 場合 の LH 　eq ・値1hcG　eq ・値

の 比 は LH 値 の 上昇に つ れ て 増大す る と考え られ

る の で （三 浦 ，1975b ），三 宅 の 報告と私共 の 成績

の 間 に 大 きい 矛盾 は な い の で は な い か と 思 わ れ

る ．

　私共 の 測定結果 で は ，高感度HAR に よる尿中

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1976年 8月

LH レ ベ ル （hCGeq ・）は正常周期婦人 （排卵期を

除 く）で 20mlu ！ml 以下 ，両側卵巣摘除 婦 人で 80

mlU ！ml 以下で ある こ と が い ずれ も90％ と多い ．

　 正常周期婦人 の 尿中 LH （hCG 　eq ．） に つ い

て ，大竹 （1974） は 排卵 ピーク 32mlU ！ml 排卵

期以外 16mIU 〆ml 以下 ，東條 （1974 ） と 高見沢

　（1974） は 80mlU ！ml 以下 ， 石塚 （1974） は 50

mlU ！m1 以下 ，伊藤 （1974）は排卵期以外 で 20〜

60mIu ！ml に 集中す る と し て い る ．ま た
・LH 　 eq ．

で 示 した 尿中 LH 値を水野 （1973）は 排卵期 400
mlU ！ml 以下 （多 くは 150〜 200mlU ！m 　1）， 排

卵期以外 100mIU ！ml 以下 （多くは 50mIU ！ml 以

下）， 熊坂 （1973） は排卵 ピ ー
ク 240mlU ／皿 1 （例

外的に 480mlU ！m1 ），排卵期以外30〜60mIU ！m1

以下 ， 滝 （1975 ）は排卵期 100〜200mlU ！ml ， 排卵

期以外25〜50mlU ！ml ，山田（1975）は 排卵期 150〜

200mlU ！ml ，排卵期以外 12．5〜50m 正U／m1 と し

て い る ，同 じ高感度HAR で 測定 して も ， 報告者

に よ つ て LH レ ベ ル に 多少の 差異が あ る こ とが わ

か る．また ，LH に つ い て 一定 の 日内変動 パ タ ー

ン は 明確で な か つ た が ， RIA に よ る 血中 LH 値

が 1，5倍以内 の 変動で ある の に 対 して ，LH 尿中

値 は RIA とHAR い ずれ の 測定法に お い て も 4

倍に達す る 大 ぎい 変動を示 した ．

　 こ れ らの 事実は ， 血 中 LH レ ベ ル と異 な り，尿

中 LH レ ベ ル に は か な りの 余裕を もた せ て 規定す

べ き で あ る こ とを示唆 し て い る．しか し ，或 る値

を越 えれ ば hCG の 関与が確実視 され る充分に 余

裕の ある LH レ ベ ル を決 め る と，　 LH レ ベ ル は 高

くな りそ の 中に 隠れ た少量の hCG の 存在を知 る

こ とは 困難 に な る ．

　以上 の よ うな観 点か らは HAR に よ る尿中 LH

レ ベ ル を （D　hCG 存在の 可能性 が 低 い 場合 ，

（2） hCG 存否 の 判定が 困難な場合，　 （3） hCG

存在 の 可能性が高い場合 に分けて規定す る の が 妥

当で あ る ．すな わ ち ， 正常周期婦人 （排卵期を除

く） の尿中 LH レ ベ ル （hCGeq ．）

　　 （1） hCG 存在 の 可能性が比較的低 い

　　　　　　20mlU ！ml 以下

　　 （2） hCG 存否 の 判定が 困難

三 浦 他 跚

　　　　　40mlU ！ml

　 （3） hCG 存在 の 可能性が高い

　　　　　80mIU ！ml 以上

両側卵巣摘除婦人 の 尿中 LH レ ベ ル （hCG 　eq ・）

　 （1） hCG 存在 の 可能性が低い

　　　　　80mlU ！ml 以下

　 （2） hCG 存否 の 判定が困難

　　　　 160mlu ！ml

　 （3） hCG 存在 の 可能性が高い

　　　　　 320mIU ！m1 以上

と規定す べ きと思 う．

　 RIA に よ る血中 LH レ ベ ル （hCGeq ．）は ，正

常周期婦人 10mlU ！ml 以下 ，両側卵巣摘除婦人 11
〜50mIU ！ml と明確に 区別 で きる（三 浦 ， 1975a ：

三 浦 1975b）．しか し高感度HAR に よ る尿中 LH

レ ベ ル （hCG 　 eq ・）は 正常周期婦人 20　mlU ！ml 以

下 とす る と，こ の レ ベ ル 内に 含まれ る両側卵巣摘

除婦人の LH 値は 35％ （2 十 4 十 8 ＝14，14！40）

もあ り，こ れ は ほ ぼ 尿中 LH レ ベ ル を 20mlU ／m1

と した 場 合 に hCG 存在を鑑別 で きな い 確率を示

す こ と に な る ．

　絨腫瘍の治療後管理 に あた つ て ，1
，
000mlU ！ml

以下で は hCG 動態の 適確 な把握 が 大切 で ある

が （山辺 ，1975 ：三 浦 ，1975d ）， 胞状奇胎術後に

hCG が一
旦 LH レ ベ ル に 下降 した症例 か らの続発

は 極め て 少な い こ とか らも特に LH レ ベ ル へ の 下

降 の 判定 に は厳密さが要求され る（三 浦 ， 1975c ：

三 浦 ， 1976）．そ の た め に は 変動 の 少な い RIA に

よ る血 清値の 測定が必須で あ り，RIA に よ る尿

中値測定 の意義 は低 い ．臨床的必要性か らは 高感

度HAR で 尿中値 を測定 して 絨腫瘍の 治療後管理

を行 つ て一
向に差 し支 えない が ， そ の 測定値は変

動が 大 きい た め hCG 動態が適確に 把握で きな い

こ とを充分に 心得た 上で 行 うべ きで あ る．

　例 えば細胞効果 の 判定に 際 して も尿中値 の 変動

の 幅を よ く考慮 しな い と誤 りをお かす こ とに なる

（hCG 一
β 系測定法 で も 尿検体で は LH の 関与が

出現 しやす い （三 浦，1974 ：今村 ，1976 ）．また ，

hCG 値 の LH レ ベ ル へ の 下降 が 疑わ しい 時は ，
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そ の 症例 の 血清検体 か 症例 自体を血中値測定 の で

きる機関へ 送 る労を怠 つ て は な らな い ．

　　　　　　　　　 む す び

　絨腫瘍の 緩解判定基準 と して の 尿中 LH レ ベ ル

に つ い て ，諸家 の 報告 と私共 の 成績か ら，最も妥

当 と思われ る数値 を示 し意義を述 べ た ．
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